
戦
国
時
代
の
「
す
な
原
（
砂
原
）」
の
古
道

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

黒
田

基
樹
（
二
〇
一
三
）（
1
）

で
は
、
先
行
研
究
（

2
）

で
「
足
立
郡
内
」
に
比
定
さ
れ
て
い
た
「
す
な
原
（
砂
原
）」
を
、「
埼
玉
郡

内
」
の
現
・
越
谷
市
砂
原
に
比
定
し
た
。

ゆ
え
に
本
稿
で
も
、
黒
田

基
樹
（
二
〇
一
三
）（
1
）

を
引
用
し
、
す
な
原
（
砂
原
）」
を
、「
埼
玉
郡
内
」
の
現
・
越
谷
市
砂
原
と
比
定

し
た
上
で
考
察
を
開
始
す
る
。

比
定
に
使
用
さ
れ
た
史
料
は
、
以
下
の
２
点
で
あ
る
。

史
料
①

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
十
二
月
十
日
付

北
条
家
裁
許
朱
印
状
写

『
戦
国
遺
文

北
条
氏
編
』（
1
）

史
料
②

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
二
月
十
日
付

北
条
家
裁
許
朱
印
状
写

『
戦
国
遺
文

北
条
氏
編
』（
1
）

以
上
の
２
点
の
史
料
は
、「
風
間

出
羽
守
」
の
活
動
を
伝
え
る
史
料
で
も
あ
る
。

史
料
①
の
内
容
は
、

岩
付
領
砂
原
村
（
越
谷
市
）
が
風
間
の
在
宿
に
よ
っ
て
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
を
北
条
氏
に
よ
っ
て
訴
訟
し
て
き
た
の
に
対
し
、
今
後
は
風

間
を
配
置
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
も
の
。（
1
）

史
料
②
の
内
容
は
、

砂
原
村
の
在
郷
被
官
岩
付
衆
内
田

孫
四
郎
に
つ
い
て
、
軍
役
二
騎
を
務
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
一
騎
し
か
務
め
て
い
な
い
と
、
風
間
の
同

心
渡
辺

新
三
が
北
条
氏
に
訴
訟
し
た
こ
と
に
対
し
、
軍
役
規
定
の
帳
簿
で
あ
る
「
御
前
帳
」
に
も
、
一
騎
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
間

の
訴
訟
を
却
下
し
た
も
の
。（
1
）

史
料
①
②
の
内
容
に
よ
り
、
戦
国
時
代
の
「
す
な
原
（
砂
原
）」
に
は
そ
れ
な
り
の
規
模
の
古
道
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
可
能
で

あ
る
が
、
戦
国
時
代
以
降
の
「
近
世
前
期
」
に
古
道
の
存
在
を
推
定
出
来
る
史
料
等
が
存
在
す
る
の
か
否
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
・
日
光
社
参

『
徳
川
実
紀
』（
3
）

で
は
、「
近
世
前
期
」
の
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
三
月
十
六
日
の
記
事
と
し
て
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

「
又
こ
た
び
御
登
山
に
よ
り
御
旅
館
を
を
仰
出
さ
る
。
御
旅
館
は
千
壽
。
越
谷
。
岩
槻
。
幸
手
。
古
河
。
石
橋
。
宇
都
宮
。
大
澤
。
今
市
。

御
憩
息
所
は
草
香
。
末
田
。
金
室
。
杉
戸
。
栗
橋
。
友
沼
。
間
々
田
。
小
金
井
。
横
田
。
野
澤
。
徳
次
郎
な
る
べ
し
と
な
り
。（
日
記
）」

以
上
に
記
載
さ
れ
た
「
日
光
社
参
」
の
経
由
地
に
関
す
る
地
名
の
中
で

①
宿
泊
地
で
あ
る
「
御
旅
館
」
と
し
て
、「
越
谷
（
現
・
越
谷
市
）」
と
「
岩
槻(

現
・
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区)

」
の
「
２
地
名
」

②
休
憩
所
で
あ
る
「
御
憩
息
所
」
と
し
て
、「
末
田
（
現
・
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）」
の
「
１
地
名
」

の
「
合
計
３
地
名
」
は
、
何
れ
も
「
近
世
・
埼
玉
郡
」
の
地
名
で
あ
る
。

ま
た
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
時
点
で
は
、
河
川
改
修
や
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
「
利
根
川
本
流
」
で
は
な
く
、
現
在
と
同
じ
「
元

荒
川
」
と
な
っ
て
い
た
河
川
の
「
右
岸
側
」
の
地
名
で
も
あ
り
、「
経
路
」
に
沿
っ
て
「
下
流
側
」
か
ら
記
載
す
れ
ば
、「
越
谷
・
末
田
・

岩
槻
」
の
順
番
で
あ
る
。

本
稿
の
主
題
と
し
て
扱
う
「
す
な
原
（
砂
原
）」
は
、
前
記
の
「
３
地
名
」
の
内
、
越
谷
と
末
田
の
間
に
存
在
し
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

村
内
を
「
日
光
社
参
」
に
使
用
さ
れ
た
古
道
が
横
断
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
可
能
で
あ
り
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
、
戦
国
時
代
以
降
の
「
す

な
原
（
砂
原
）」
に
古
道
の
存
在
を
推
定
出
来
る
史
料
と
し
て
『
徳
川
実
紀
』（
3
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

結
び
に
か
え
て

『
徳
川
実
紀
』（
3
）

の
記
載
に
よ
り
、
戦
国
時
代
以
降
の
「
近
世
前
期
」
の
「
砂
原
村
」
に
古
道
の
存
在
を
推
定
出
来
る
史
料
の
存
在

が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
史
料
①
②
で
記
載
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
「
す
な
原
（
砂
原
）」
に
古
道
が
存
在
し
て
い
た
可

能
性
も
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
云
え
る
。

尚
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
所
収
さ
れ
る
「
正
保
年
中
改
訂
図
」（
4
）

や
「
東
京
都
公
文
書
館
」
に
収
蔵
さ
れ
る
「
正
保
武
蔵
国
図
」

（

5
）

に
は
、
当
時
存
在
し
た
「
越
ヶ
谷
御
殿
」「
越
ヶ
谷
宿
」
か
ら
「
砂
原
村
」
や
「
末
田
村
」
を
経
て
「
岩
槻
城
」
並
び
に
「
城
下
町
」

へ
と
続
く
古
道
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
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